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衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
日
豪
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
事
前
協
議
と
の
関
連
性
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
、
二
及
び
四
に
つ
い
て

我
が
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
戦
略
的
利
益
を
共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
政
治
・
安
全
保
障
、
経
済
な
ど
を
中

心
と
し
て
広
範
な
協
力
関
係
を
構
築
し
て
お
り
、
我
が
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
経
済
連
携
協
定
（
以
下
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ

」
と
い
う
。
）
は
こ
う
し
た
戦
略
的
関
係
の
更
な
る
強
化
に
資
す
る
も
の
と
考
え
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
は
、
平
成
十
九
年
四
月
に
第
一
回
会
合
を
開
催
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
十
四
回
の
会
合
を
行
っ
て
お
り

、
物
品
貿
易
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
投
資
、
知
的
財
産
、
政
府
調
達
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
鉱
物
資
源
、
食
料
の
安
定
供
給
等
の
幅

広
い
分
野
を
対
象
と
し
て
議
論
を
行
い
、
全
体
と
し
て
着
実
に
進
展
し
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
二
月

十
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
第
十
四
回
会
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
物

品
貿
易
の
分
野
で
は
、
農
林
水
産
品
及
び
鉱
工
業
品
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
の
会
合
を
踏
ま
え
、
日
豪
双
方
の
関
心
事
項
に
つ

い
て
議
論
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



す
う

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
つ
い
て
、
政
府
の
交
渉
方
針
や
や
り
取
り
の
詳
細
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
は
、
交
渉
の
帰
趨
に
関
す

る
予
断
を
招
き
、
我
が
国
の
交
渉
上
の
立
場
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し

控
え
た
い
。

交
渉
に
際
し
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
「
包
括
的
経
済
連
携
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
二
年
十
一
月
九
日
閣
議

決
定
。
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
に
つ
い
て
配
慮
を
行
い
つ
つ
、
全
て
の
品
目
を

自
由
化
交
渉
の
対
象
と
し
、
交
渉
を
通
じ
て
、
高
い
レ
ベ
ル
の
経
済
連
携
を
目
指
し
て
い
る
。

三
及
び
五
に
つ
い
て

政
府
は
、
関
係
府
省
の
担
当
者
を
派
遣
し
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日
（
現
地
時
間
）
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
以
下
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
協
定
交
渉
担
当
者
と
の
間
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
参
加
に

向
け
た
協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
該
協
議
に
お
い
て
、
我
が
国
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
参
加
に
向
け
て
関
係
国

と
の
協
議
に
入
る
こ
と
と
し
た
旨
を
説
明
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
か
ら
は
、
我
が
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
の
立
場
が
示
さ
れ
、
日
豪
双
方
は
、
引
き
続
き
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
む
関
係
国
が
我
が
国
に
求
め
る
も
の
に
つ
い
て
更
な
る
情
報
収
集
に
努
め
、
十
分

二



な
国
民
的
議
論
を
経
た
上
で
、
国
益
の
視
点
に
立
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
の
結
論
を
得
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
含
む
二
国
間
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
相
手
国
と
の
経
済
関
係
を
基
礎
と
し
て
、
両
国
の
経
済
連

携
を
強
化
す
る
取
組
で
あ
る
一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
、
こ
う
し
た
二
国
間
の
要
素
を
含
み
つ
つ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お

け
る
二
十
一
世
紀
型
の
貿
易
・
投
資
ル
ー
ル
の
形
成
を
目
指
す
取
組
で
あ
り
、
我
が
国
と
し
て
重
視
し
て
い
る
ア
ジ
ア
太
平

洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
を
包
括
的
な
自
由
貿
易
協
定
と
し
て
追
求
し
て
い
く
上
で
一
つ
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
つ
い
て
は
、
交
渉
参
加
に
向
け
て
関
係
国
と
の
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
二
国
間
の
経
済
連
携
関
係
に
関
し
て
は
、
「
基
本
方
針
」
、
「
日
本
再
生
の
基
本
戦
略
」

（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
）
等
に
基
づ
き
、
経
済
的
観
点
、
さ
ら
に
は
外
交
戦
略
上
の
観
点
か
ら
総
合

的
に
判
断
の
上
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
交
渉
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

三


